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２０１０年４月７日（水）例会プログラム 
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君が代・ロータリーソング 

ビジター紹介 

出席報告 

ＳＡＡ報告 

諸 報 告 

幹事報告 

会長挨拶                             

外部卓話 雑誌月間に因んで 松井 実様         

      「ＳＬ パレオエクスプレス」 

                         写真提供：古河市在住 和久知寛様 

            
                                 
 
２００９－２０１０年度      会長 田 上 秀 雄        幹事 武 藤 康 之 
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例会報告   Vol.４７ No.３０（No.2232） ３月２４日（水）雨  (司会 斎藤広巳委員長） 

本例会での主な事項 

☆会長挨拶                 ☆外部卓話  予科練平和記念館館長 糸賀富士夫様 

 

ビ ジ タ ー 

新会員  石塚 幸一郎会員 

予科練平和記念館館長 糸賀富士夫様 

 

石塚幸一郎会員挨拶 

先ほどご紹介頂きました、筑波銀行の石塚です。この度、伝統ある水海道ロ

ータリークラブに入会出来ましたことを光栄に思っております。前任地でロ

ータリーには１年１０ヶ月程お世話になっておりましたが、出席率が６割ちょ

っとでした。例会日の水曜日は出席できるよう頑張ります。一日も早く慣れ

まして皆さんと同じような活動が出来ますよう頑張りたいと思いますので、御

指導の程宜しくお願い致します。 

 

幹 事 報 告  武藤康之幹事 

週報受理クラブ 水戸ＲＣ、水戸西ＲＣ、水戸東ＲＣ、水戸南ＲＣ 

例会変更通知 なし 

 

会 長 挨 拶  田上秀雄会長 

皆さん、こんにちは。先ず新会員のご紹介を致します。筑波銀行に勤務さ

れている石塚幸一郎さんです。所属は会報委員会です。皆様宜しくお願い

いたします。石塚会員には和久さんのもとで色々と勉強していただきたいと

思います。 

本日は予科練平和記念館 館長の糸賀富士夫さん、ようこそいらっしゃい

ました。糸賀さんには後ほど卓話をしていただきますのでよろしくお願いい

たします。 

さて、「若い血潮の予科練の～」と、若鷲の歌で知られている土浦海軍航空隊（現在の陸上自衛隊武器

学校）は終戦を迎える昭和２０年まで、日本海軍少年航空兵養成の中核的施設でした。予科練卒業生は、

全国で約２４，０００人おり、うち１８，５６４人が、太平洋戦争で戦死したそうです。 

このような歴史的な背景の中で、予科練を主体とした貴重な資料を保存・展示するとともに、戦史の記録

を風化させることなく次の世代に継承し、命の尊さや平和の大切さを考えてもらうため「予科練平和記念

館」が平成２２年２月２日阿見町に建設されました。 

今日は、我が日本の戦争の歴史を重く受け止めるとともに、平和の尊さを今一度皆様で考えてみたいと

思います。 

 

外 部 卓 話 「予科練平和記念館の概要」   

予科練平和記念館館長 糸賀富士夫様 

［阿見町の紹介］阿見町は、人口約４７,７３８人（２月１日現在）の町で、茨城

県の南部に位置し、首都東京や県都水戸、さらには成田国際空港などへ

の交通のアクセスも容易であるなど、地理的条件に恵まれた地域です。ま

た、日本第２位の湖である霞ヶ浦に面しており、筑波山などのすばらしい景
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観を有した水と緑の豊かな町です。 

現在の阿見町は、昭和３０年４月に旧阿見町、朝日村、君原村、舟島村が合併して誕生しました。阿見町

はこの合併を契機として祭発展を図ることとなり、高度経済成長の中で開発計画に基づく、積極的な企業

誘致政策をしてきました。現在、首都圏中央道路自動車道（圏央道）が阿見地内まで開通し、２つのイン

ターチェンジが整備されました。町は圏央道の整備効果を最大限に活用し、福田工業団地や筑波南第

一工業団地、さらには東部工業団地への企業誘致を図るとともに、圏央道阿見・東インターチェンジ周辺

開発や市街地の区画整理事業など、都市基盤整備事業の実施により、純農村から都市と田園が調和し

た町へ発展し現在に至っています。 

また、茨城大学農学部や茨城県立医療大学など、国・県の教育施設が設置されているほか、町総合保

健福祉会館や特別養護老人ホーム、保育所、あるいは東京医大霞ヶ浦病院、医療大学付属病院をはじ

めとする福祉・医療体制も充実しています。さらには、町民の学習意欲の活性化を図るため、一人「いち

学習、いちスポーツ、いちボランティア」のもと、「いきいき学びの町 ＡＭＩ」宣言を行い、生涯学習や社会

体育活動によるまちづくりを推進しています。 

 

［阿見と予科練］阿見町は大正時代末期に、広大な阿見町の地に霞ヶ浦海軍航空隊が設置されて以来、

昭和１４年には海軍飛行予科練習部、いわゆる「予科練」が神奈川県横須賀市の追浜から移転し、翌年、

昭和１５年には土浦海軍航空隊が予科練習生の教育・訓練機関として設置されるなど、海軍の町として

全国的に知られるようになりました。 

このような歴史的な背景の中で、永く海軍の町として歴史を歩んできた阿見町には、予科練出身者をは

じめ、予科練関係者、遺族等によって、尊い命を失った予科練戦没者の慰霊と真の平和を願い、予科練

揺籃の地である土浦海軍航空隊跡地（現 陸上自衛隊武器学校）の一角に、雄翔館（予科練記念館）が

建設されています。この施設は、旧海軍飛行予科練習生生存者とその家族からなる、（財）海原会による

全国唯一の施設として、戦没者の遺書・遺品を中心とする貴重な資料が展示され、今なお、全国から多く

の来館者が訪れております。 

しかしながら、戦後６３年が経過し、予科練出身者や困難な時代を懸命に生きた人たちが減少していく中

で、予科練をはじめとする町の貴重な歴史の記録の恒久的な保存に危惧が生じています。このため、阿

見町では貴重な予科練の歴史や戦史の記録を後世に正しく伝承し、平和の尊さを学び伝えできる施設

として「予科練平和記念館」の整備を進める事にいたしました。 

 

  



４月は雑誌月間です 
THE WEEKLY REPORT 

 4 

  

 

出 席 報 告 （山崎善市副委員長） 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜暇 メーク 出 席 率 
５４名 ４３名 １１名 ０名 ８名 ９４．44％ 

 

ニコニコボックス 瀬戸隆海委員長              入金計 ￥27,000   累計 ￥1,672,000  

糸賀館長、卓話宜しくお願いします。  田上会員 

先日は皆様で視察ありがとうございました。  下村会員 

予科練平和記念館の糸賀感知用様をお招きしました。どうぞ宜しくお願い申し上げます。観劇会にて委

員会の皆様に大変お世話になりましてありがとうございました。  海老原会員 

入学が決まりました。  鈴木（旦）会員 

少し良いことがありました。  五木田（裕）会員 

桜が咲きます。待遠しいです。  山牟田会員 

例会欠席しました。  染谷（秀）・北村（英）・青木（清）・大串・登坂  各会員 

その他  横山会員 

下村会員、先週はお世話になりました。  瀬戸会員 

 
会報委員会   染谷正美委員長   秋田政夫副委員長   上 野  博委員 

 

           


